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(57)【要約】
【課題】指紋の拭取り性に優れる低屈折率層を形成可能な低屈折率層用樹脂組成物を提供
する。
【解決手段】（ａ）フッ素含有紫外線硬化型樹脂５～１５質量％、（ｂ）アクリル基を有
するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン又はアクリル基を有するポリエステル変性
ポリジメチルシロキサン２～８質量％、（ｃ）前記成分（ａ）及び成分（ｂ）と共重合可
能な紫外線硬化型樹脂９～７０質量％、（ｄ）中空シリカ微粒子２２～８３質量％、（ｅ
）光重合開始剤１～１０質量％からなり（但し、前記各成分（ａ）～（ｅ）の合計は１０
０質量％である）、前記成分（ｂ）の含有量が、前記成分（ａ）の含有量より少ないこと
を特徴とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）フッ素含有紫外線硬化型樹脂５～１５質量％、
　（ｂ）アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン又はアクリル基を
有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサン２～８質量％、
　（ｃ）前記成分（ａ）及び成分（ｂ）と共重合可能な紫外線硬化型樹脂９～７０質量％
、
　（ｄ）中空シリカ微粒子２２～８３質量％、
　（ｅ）光重合開始剤１～１０質量％、
からなり（但し、前記各成分（ａ）～（ｅ）の合計は１００質量％である）、
　前記成分（ｂ）の含有量が、前記成分（ａ）の含有量より少ないことを特徴とする、反
射防止フィルムにおける低屈折率層用樹脂組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の低屈折率層用樹脂組成物を硬化させてなる低屈折率層を最表層に備え
ていることを特徴とする、反射防止フィルム。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネル表面等に適用される反射防止フィルムの構成層の１つである低
屈折率層を形成するための樹脂組成物、特に指紋の拭取り性に優れる低屈折率層を形成可
能な樹脂組成物と、該樹脂組成物からなる低屈折率層を備える反射防止フィルムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　現在、画像表示部に直接触れることにより情報を入力できるデバイスとして、タッチパ
ネルが広く用いられている。このタッチパネルの表面には、外光からの反射光によって視
認性が悪化することを低減するため、一般的に反射防止フィルムが貼着されている。しか
し、タッチパネルはほぼ日常的に外気と接触したり人の手に触れられるため、汚れや指紋
などが反射防止フィルムの表面に付着し、視認性の悪化や美観を損ねたりする等の問題が
あった。
【０００３】
　この問題を解決するために、防汚性も兼ね備えた反射防止フィルムが、特許文献１及び
特許文献２に提案されている。反射防止フィルムは、一般的に屈折率が相対的に高い高屈
折率層と屈折率が相対的に低い低屈折率層とを組み合わせて構成されるが、特許文献１及
び特許文献２では、反射防止フィルムの最表面層を構成する低屈折率層に防汚性を付与し
ている。具体的には、特許文献１では、低屈折率層にポリジメチルシロキサン構造を有す
るシリコーン材料を加えることで防汚性の付与が図られている。また、特許文献２では、
フッ素系界面活性剤を低屈折率層へ加えることで防汚性の付与が図られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１-１５４１７７号公報
【特許文献２】特開２００８-１２２６０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の反射防止フィルムでは、マジックインキなどに対する汚れ防止性
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能には優れるが、指紋付着・拭取り性が不足する課題を有する。また、特許文献２の反射
防止フィルムでは、フッ素含有成分の配合量が不適切なため、指紋付着・拭取り性が不足
すると共に、マジックインキなどの汚れ防止性能がないといった課題もあった。
【０００６】
　そこで、本発明の目的とするところは、指紋の拭取り性に優れる低屈折率層を形成可能
な低屈折率層用樹脂組成物と、これを用いた反射防止フィルムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そのための手段として、本発明は次の手段を採る。
（１）（ａ）フッ素含有紫外線硬化型樹脂５～１５質量％、（ｂ）アクリル基を有するポ
リエーテル変性ポリジメチルシロキサン又はアクリル基を有するポリエステル変性ポリジ
メチルシロキサン２～８質量％、（ｃ）前記成分（ａ）及び成分（ｂ）と共重合可能な紫
外線硬化型樹脂９～７０質量％、（ｄ）中空シリカ微粒子２２～８３質量％、（ｅ）光重
合開始剤１～１０質量％からなり（但し、前記各成分（ａ）～（ｅ）の合計は１００質量
％である）、前記成分（ｂ）の含有量が、前記成分（ａ）の含有量より少ないことを特徴
とする、反射防止フィルムにおける低屈折率層用樹脂組成物。
（２）（１）に記載の低屈折率層用樹脂組成物を硬化させてなる低屈折率層を最表層に備
えていることを特徴とする、反射防止フィルム。
【０００８】
　なお、本発明において数値範囲を示す「○○～××」とは、その下限（○○）及び上限
（××）の数値を含む意味である。したがって、正確に表せば「○○以上××以下」とな
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、低屈折率層用樹脂組成物の組成（特に、指紋の拭取り性に直接関与す
る（ａ）フッ素含有紫外線硬化型樹脂と（ｂ）アクリル基を有するポリエーテル変性ポリ
ジメチルシロキサン又はアクリル基を有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサンの
配合バランス）を適切に設定したことで、指紋の拭取り性に優れる低屈折率層を形成可能
な樹脂組成物と、これを用いた反射防止フィルムを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
《樹脂組成物》
　本発明の樹脂組成物は、タッチパネル等の表面に貼着される反射防止フィルムを構成す
る層の１つである低屈折率層を形成するための樹脂組成物であって、（ａ）フッ素含有紫
外線硬化型樹脂と、（ｂ）アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン
又はアクリル基を有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサンと、（ｃ）成分（ａ）
及び成分（ｂ）と共重合可能な紫外線硬化型樹脂と、（ｄ）中空シリカ微粒子と、（ｅ）
光重合開始剤とから成る。
【００１１】
＜（ａ）フッ素含有紫外線硬化型樹脂＞
　フッ素含有紫外線硬化型樹脂は、防汚性機能を発現するためのものであり、低屈折率層
の表面を触った際に付着する脂質である指紋の付着性を弱め、指紋の拭き取り性を高める
ことができる。フッ素含有紫外線硬化型樹脂としては、Ｃ２～Ｃ７のパーフルオロアルキ
ル鎖を含有する（メタ）アクリレートが挙げられ、具体的には、ダイキン工業（株）製の
オプツールＤＡＣ－ＨＰや、ＤＩＣ（株）製のメガファックＲＳ－７５等が挙げられる。
なお、本明細書において「（メタ）アクリレート」とは、アクリレートとメタクリレート
を意味する。また、同様に、後述の「（メタ）アクリル単量体」は、アクリル単量体及び
メタクリル単量体を指し、「（メタ）アクリロイル基」は、アクリロイル基及びメタクリ
ロイル基を指す。
【００１２】
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　フッ素含有紫外線硬化型樹脂は、低屈折率層用樹脂組成物中に５～１５質量％含まれる
。この含有量が５質量％未満では、低屈折率層の表面を触った際に付着する指紋の付着性
を弱めることが出来ない。一方、１５質量％を超えると、指紋の拭取り性が悪化する。
【００１３】
＜（ｂ）アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン又はアクリル基を
有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサン＞
　アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン又はアクリル基を有する
ポリエステル変性ポリジメチルシロキサンは、低屈折率層の表面に付着した指紋の拭取り
性を向上することが出来る。アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサ
ン又はアクリル基を有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサンとしては、具体的に
は、ビックケミー・ジャパン（株）製のＢＹＫ－ＵＶ３５００，ＢＹＫ－ＵＶ３５３０，
ＢＹＫ－ＵＶ３５７０等が挙げられる。
【００１４】
　アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン又はアクリル基を有する
ポリエステル変性ポリジメチルシロキサンは、低屈折率層用樹脂組成物中に２～８質量％
含まれる。この含有量が２質量％未満では、低屈折率層の表面に付着した指紋の拭取り性
が向上しない。一方、８質量％を超えると、低屈折率層の表面を触った際に付着する指紋
の付着性を弱めることが出来ない。
【００１５】
＜（ｃ）紫外線硬化型樹脂＞
　成分（ａ）及び成分（ｂ）と共重合可能な紫外線硬化型樹脂は、低屈折率層へ硬度を付
与する事が出来る。成分（ａ）及び成分（ｂ）と共重合可能な紫外線硬化型樹脂としては
、例えば単官能（メタ）アクリレート、多官能（メタ）アクリレートなどが挙げられる。
単官能（メタ）アクリレートとして具体的には、（メタ）アクリル酸アルキルエステル、
（メタ）アクリル酸（ポリ）エチレングリコール基含有（メタ）アクリル酸エステル等が
好ましい。多官能（メタ）アクリレートとしては、多価アルコールと（メタ）アクリル酸
とのエステル化合物、ウレタン変性アクリレート等の（メタ）アクリロイル基を２個以上
含む多官能重合性化合物等が挙げられる。
【００１６】
　成分（ａ）及び成分（ｂ）と共重合可能な紫外線硬化型樹脂は、低屈折率層用樹脂組成
物中に９～７０質量％含まれる。この含有量が９質量％未満では、低屈折率層の硬度不足
や透過率の低下が生じる。一方、７０質量％を超えると、指紋の拭取り性が向上しない。
【００１７】
＜（ｄ）中空シリカ微粒子＞
　中空シリカ微粒子は、低屈折率層の屈折率を積極的に低くするために配合されるもので
ある。中空シリカ微粒子の屈折率は製法によって異なるが、１．２５～１．４０程度であ
ることが好ましい。中空シリカ微粒子としては、屈折率を低くするものであれば特に限定
されず、従来から反射防止フィルムを構成する低屈折率層に使用されている公知の中空シ
リカ微粒子を使用できる。具体的には、日揮触媒化成（株）製のアクリル修飾中空シリカ
微粒子であるスルーリアＮＡＵ等が挙げられる。また、中空シリカ微粒子の平均粒子径も
従来と同等であればよい。具体的には、１０～１００ｎｍ程度である。
【００１８】
　中空シリカ微粒子は、低屈折率層用組成物中に２２～８３質量％含まれる。中空シリカ
微粒子の含有量が２２質量％未満では、低屈折率層の屈折率を後述の範囲とすることが出
来ない。一方、中空シリカ微粒子の含有量が８３質量％より多いと、塗膜強度が弱くなる
ため好ましくない。
【００１９】
＜（ｅ）光重合開始剤＞
　光重合開始剤は、紫外線（ＵＶ）等の活性エネルギー線により低屈折率層用塗液を硬化
させて塗膜を形成する際の重合開始剤として用いられる。光重合開始剤としては、活性エ
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ネルギー線照射により重合を開始するものであれば特に限定されず、公知の化合物を使用
できる。例えば、１－ヒドロキシシクロへキシルフェニルケトン、２－ヒドロキシ－２－
メチル－１－フェニルプロパン－１－オン等のアセトフェノン系重合開始剤、ベンゾイン
、２，２－ジメトキシ１，２－ジフェニルエタン－１－オン等のベンゾイン系重合開始剤
、ベンゾフェノン、［４－（メチルフェニルチオ）フェニル］フェニルメタノン、４－ヒ
ドロキシベンゾフェノン、４－フェニルベンゾフェノン、３，３’，４，４’－テトラ（
ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系重合開始剤、２
－クロロチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン等のチオキサントン系重合開
始剤等が挙げられる。
【００２０】
　光重合開始剤は、低屈折率層用樹脂組成物中に１～１０質量％含まれる。光重合開始剤
の含有量が１質量％未満では、低屈折率層の硬化が不十分となる。一方、光重合開始剤の
含有量が１０質量％を超えると、光重合開始剤が不必要に多くなり好ましくない。
【００２１】
《反射防止フィルム》
　反射防止フィルムは、透明基材フィルムの一方面に少なくとも反射防止層が積層された
構成である。反射防止層は、上記低屈折率層用樹脂組成物によって形成される低屈折率層
のみによって構成することもできるが、低屈折率層よりも屈折率の高い高屈折率層と組み
合わせて構成することが好ましい。低屈折率層のみによって構成する場合は、それのみで
反射防止効果を担保できるが、低屈折率層と高屈折率層とを組み合わせた場合は、当該低
屈折率層と高屈折率層との有意な屈折率差により、より高い反射防止効果を得られる。
【００２２】
＜透明基材フィルム＞
　透明基材フィルムは、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、トリアセチルセルロ
ース樹脂、ノルボルネン系樹脂、又はシクロオレフィン樹脂等からなるフィルムを使用で
きる。ポリエステル樹脂からなるフィルムとしては東レ（株）製のＰＥＴフィルム（ルミ
ラーＵ－４０３）、ポリカーボネート樹脂からなるフィルムとしては帝人化成（株）製の
ポリカーボネートフィルム（ＰＣ－２１５１）、トリアセチルセルロース樹脂からなるフ
ィルムとしては富士フィルム（株）製のトリアセチルセルロースフィルム（フジタック）
、ノルボルネン系樹脂からなるフィルムとしてはＪＳＲ（株）製のアートンフィルム、シ
クロオレフィン樹脂からなるフィルムとしては日本ゼオン（株）製のゼオノアフィルム（
ＺＦ１４，ＺＦ１６）等が挙げられる。
【００２３】
　透明基材フィルムの膜厚は通常２５～４００μｍ程度、好ましくは２５～２００μｍ程
度である。
【００２４】
＜低屈折率層＞
　低屈折率層は高屈折率層の屈折率より低く設定されることを要件とし、後述のように必
要に応じてハードコート層も積層する場合は、ハードコート層よりも屈折率を低く設定す
る。具体的には、低屈折率層の屈折率は１．３３～１．４６程度が好ましい。該屈折率が
１．３３未満の場合には十分な硬度を得ることが困難である。その一方、屈折率が１．４
６を超える場合には十分な反射防止性能を得ることが難しい。
【００２５】
＜低屈折率層用樹脂組成物＞
　低屈折率層を形成するための樹脂組成物としては、上述の組成物を使用する。これを用
いて形成した低屈折率層は、十分な硬度を具備しながら上記範囲の屈折率となり、さらに
優れた防汚性、詳しくは指紋拭取性を有する。そのため、低屈折率層は反射防止フィルム
において最表層とする。これにより、優れた指紋拭取性を有する反射防止フィルムとする
ことができる。一方、低屈折率層の表層側に他の層を積層すると、反射防止フィルムの指
紋拭取性が損なわれる。
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【００２６】
＜高屈折率層＞
　高屈折率層は、低屈折率層との有意な屈折率差により反射防止効果を発現させるための
層である。高屈折率層の屈折率は、低屈折率層より高く設定される。後述のように必要に
応じてハードコート層も積層する場合は、ハードコート層よりも屈折率を高く設定する。
具体的には、高屈折率層の屈折率は１．６～２．４程度が好ましい。この屈折率が１．６
より小さい場合、反射防止性能が損なわれる。一方、屈折率が２．４を超える高屈折率層
を形成することは現状では困難である。
【００２７】
＜高屈折率層用樹脂組成物＞
　高屈折率層を形成するための樹脂組成物としては、上記高屈折率層の屈折率の範囲にお
いて、従来より反射防止フィルム等に用いられる公知のものであれば特に制限されず、バ
インダーとしての有機材料や、積極的に屈折率を高めるために必要に応じてバインダーに
分散添加される無機材料等を従来と同様に用いることができる。
【００２８】
　有機材料としては、例えば重合硬化後の屈折率が１．６～１．８程度の重合性単量体を
含む組成物等を用いることができる。そのような重合性単量体としては、２－ビニルナフ
タレン、４－ブロモスチレン、９－ビニルアントラセン等が挙げられる。これらの重合性
単量体を使用した場合は、それのみで有意に高い屈折率を有する層を形成できるので、無
機材料の添加は必ずしも必要ない。一方、無機材料も併用する場合は、上記以外の重合性
単量体及びこれらの重合体を含む組成物をウェットコーティング時の活性エネルギー線硬
化型樹脂として用いることができる。
【００２９】
　無機材料としては、例えば酸化亜鉛、酸化チタン、酸化セリウム、酸化アルミニウム、
酸化シラン、酸化アンチモン、酸化ジルコニウム、酸化錫、ＩＴＯ等の金属酸化物微粒子
が挙げられる。中でも、導電性や帯電防止能の観点からは、酸化錫、酸化アンチモン及び
ＩＴＯが好ましく、高屈折率の観点からは、酸化チタン、酸化セリウム、酸化亜鉛及び酸
化ジルコニウムが好ましい。無機材料微粒子の平均粒子径は高屈折率層の厚みを大きく超
えないことが好ましく、特に０．１５μｍ以下であることが好ましい。無機材料微粒子の
平均粒子径が高屈折率層の厚みより大きくなると、光の散乱が生じる等、高屈折率層の光
学性能が低下する傾向にある。
【００３０】
＜ハードコート層＞
　また、反射防止フィルムには、表面硬度を向上するため、必要に応じて透明基材フィル
ムの一方面のみ若しくは両面にハードコート層を積層することもできる。反射防止層を積
層した側に積層する場合は、反射防止層よりも内層側、すなわち透明基材フィルムの直上
に積層する。
【００３１】
　ハードコート層の屈折率は、１．４９～１．７０であることが好ましい。屈折率がこの
範囲から外れていると、低屈折率層と高屈折率層との屈折率バランスが崩れ、干渉縞が発
生するため好ましくない。また、ハードコート層の乾燥硬化後の膜厚は、１～２０μｍ程
度が好ましい。膜厚が１μｍより薄い場合は、十分な表面硬度が得られないため好ましく
ない。膜厚が２０μｍより厚い場合は、屈曲性の低下等の問題が生じるため好ましくない
。
【００３２】
＜ハードコート層用樹脂組成物＞
　ハードコート層を形成するための樹脂組成物としては、従来より反射防止フィルム等に
用いられる公知のものであれば、特に制限されない。例えば、テトラエトキシシラン等の
反応性珪素化合物や、活性エネルギー線硬化型樹脂を用いることができ、これらを混合し
てもよい。そして、これらに光重合開始剤を加えて調製したハードコート層用塗液に紫外
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線や電子線等の活性エネルギー線を照射して硬化させてハードコート層を形成することが
できる。
【００３３】
　活性エネルギー線硬化型樹脂としては、例えば単官能（メタ）アクリレート、多官能（
メタ）アクリレートなどが挙げられる。単官能（メタ）アクリレートとして具体的には、
（メタ）アクリル酸アルキルエステル、（メタ）アクリル酸（ポリ）エチレングリコール
基含有（メタ）アクリル酸エステル等が好ましい。多官能（メタ）アクリレートとしては
、多価アルコールと（メタ）アクリル酸とのエステル化合物、ウレタン変性アクリレート
等の（メタ）アクリロイル基を２個以上含む多官能重合性化合物等が挙げられる。これら
のうち生産性及び硬度を両立させる観点より、鉛筆硬度（評価法：ＪＩＳ－Ｋ５６００－
５－４）がＨ以上となる活性エネルギー線硬化型樹脂を含む組成物の硬化物であることが
好ましい。
【００３４】
　光重合開始剤は、紫外線（ＵＶ）等の活性エネルギー線によりハードコート層用塗液を
硬化させて塗膜を形成する際の重合開始剤として用いられる。光重合開始剤としては、活
性エネルギー線照射により重合を開始するものであれば特に限定されず、公知の化合物を
使用できる。例えば、１－ヒドロキシシクロへキシルフェニルケトン、２－ヒドロキシ－
２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）
フェニル］－２－モルフェリノプロパン－１－オン、１－［４－（２－ヒドロキシエトキ
シ）フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン等のアセトフェ
ノン系重合開始剤、ベンゾイン、２，２－ジメトキシ１，２－ジフェニルエタン－１－オ
ン等のベンゾイン系重合開始剤、ベンゾフェノン、［４－（メチルフェニルチオ）フェニ
ル］フェニルメタノン、４－ヒドロキシベンゾフェノン、４－フェニルベンゾフェノン、
３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベ
ンゾフェノン系重合開始剤、２－クロロチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサント
ン等のチオキサントン系重合開始剤等が挙げられる。
【００３５】
　また、ハードコート層は、透光性微粒子を含有していてもよい。透光性微粒子は、ハー
ドコート層に表面の凹凸を形成し、反射防止性（防眩性）を向上させるものである。透光
性微粒子としては、例えばシリカのほか、塩化ビニル、（メタ）アクリル単量体、スチレ
ン及びエチレンから選択される少なくとも１種の単量体を重合して得られる重合体などか
ら形成される。更に、ハードコート層は、表面調整剤やスリップ剤等その他添加剤を含有
していても良い。
【００３６】
＜低屈折率層、高屈折率層、ハードコート層の形成＞
【００３７】
　低屈折率層、高屈折率層、及びハードコート層は、各樹脂組成物を透明基材フィルム上
へ順に塗布した後に、活性エネルギー線照射により硬化することで形成される。低屈折率
層、高屈折率層、及びハードコート層の塗布方法は特に制限されず、例えばロールコート
法、スピンコート法、ディップコート法、スプレーコート法、バーコート法、ナイフコー
ト法、ダイコート法、インクジェット法、グラビアコート法等公知のいかなる方法も採用
できる。活性エネルギー線の種類は特に制限されないが、利便性等の観点から紫外線を用
いることが好ましい。尚、ハードコート層の透明基材フィルムに対する密着性を向上させ
るために、予め透明基材フィルム表面にコロナ放電処理等の前処理を施すことも可能であ
る。
【００３８】
　また、塗工性の観点から、各樹脂組成物は溶媒に希釈し塗工することが好ましい。溶媒
としては、各層形成用の塗液に従来から使用されている公知のものであれば特に制限は無
く、例えばアルコール系、ケトン系、エステル系の溶媒が適時選択できる。
【実施例】
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【００３９】
　以下に、実施例及び比較例を挙げて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はそれ
ら実施例に限定されるものではない。
【００４０】
((低屈折率層用樹脂組成物；実施例))
　低屈折率層用樹脂組成物として下記原料を使用し、各原料を下記表１に記載した組成に
て、（ａ）フッ素含有紫外線硬化型樹脂と、（ｂ）アクリル基を有するポリエーテル変性
ポリジメチルシロキサン又はアクリル基を有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサ
ンと、（ｃ）（ａ）及び（ｂ）と共重合可能な紫外線硬化型樹脂と、（ｄ）中空シリカ微
粒子と、（ｅ）光開始剤とを混合し、実施例１－１～実施例１－１６の低屈折率層用樹脂
組成物を調製した。尚、表１において各材料の配合量は、固形分の質量％を記載している
。
【００４１】
　低屈折率層用樹脂組成物の各原料としては、以下の通りである。
（ａ）フッ素含有紫外線硬化型樹脂：
　　ダイキン工業（株）製オプツールＤＡＣ－ＨＰ
　　ＤＩＣ（株）製メガファックＲＳ－７５
（ｂ）変性ポリジメチルシロキサン：
　アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン；
　　ビックケミー・ジャパン（株）製ＢＹＫ－ＵＶ３５００
　　ビックケミー・ジャパン（株）製ＢＹＫ－ＵＶ３５３０
　アクリル基を有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサン；
　　ビックケミー・ジャパン（株）製ＢＹＫ－ＵＶ３５７０
（ｃ）紫外線硬化型樹脂：
　　日本化薬（株）製ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＨＡ
　　日本合成化学工業（株）製紫光ＵＶ－７６００Ｂ
（ｄ）中空シリカ微粒子：
　　日揮触媒化成（株）製アクリル修飾中空シリカ微粒子　スルーリアＮＡＵ
　　日揮触媒化成（株）製アクリル修飾中空シリカ微粒子　スルーリア２３２０
（ｅ）光開始剤：
　　チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製ＩＲＧＡＣＵＲＥ９０７（Ｉ－９０７）
　　チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製ＩＲＧＡＣＵＲＥ１８４（Ｉ－１８４）
【００４２】
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【表１】

【００４３】
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((低屈折率層用樹脂組成物；比較例))
　低屈折率用樹脂組成物として、上記原料に加えて下記原料も使用し、各原料を表２に記
載した組成にて混合し、比較例１－１～比較例１－１２の低屈折率層用樹脂組成物を調製
した。尚、表２において各材料の配合量は、固形分の質量％を記載している。
【００４４】
　各原料としては、次の通りである。（ａ）フッ素含有紫外線硬化型樹脂に対し、フッ素
を含有し紫外線硬化しない樹脂として、ＤＩＣ（株）製メガファックＦ－５５８を使用し
た。（ｂ）アクリル基を有する変性ポリジメチルシロキサンに対し、アクリル基を含有し
ないポリエーテル変性ポリジメチルシロキサンとして、ビックケミー・ジャパン（株）製
ＢＹＫ３３１を使用した。
【００４５】
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【表２】

【００４６】
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（高屈折率層用樹脂組成物；ＨＬ）
　高屈折率層用樹脂組成物として（ｆ）金属酸化物微粒子４７．５質量％と、（ｇ）紫外
線硬化型樹脂４７．５質量％と、（ｈ）光開始剤５質量％とを混合し、高屈折率層用樹脂
組成物ＨＬ－１を調製した。尚、各材料の配合量は、固形分の質量％を記載している。
【００４７】
　高屈折率層用樹脂組成物の各原料としては、以下の通りである。
（ｆ）金属酸化物微粒子：シーアイ化成（株）製ＲＴＴＭＩＢＫ１５ＷＴ％－Ｎ２４（チ
タニア分散液）
（ｇ）紫外線硬化型樹脂：日本合成化学工業（株）製紫光ＵＶ－７６００Ｂ
（ｈ）光開始剤：チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製ＩＲＧＡＣＵＲＥ１８４（
Ｉ－１８４）
【００４８】
（ハードコート層用樹脂組成物；ＨＣＬ）
　ハードコート用樹脂組成物として下記の原料を使用し、各原料を下記表３に記載した組
成にて、（ｉ）紫外線硬化型樹脂と、（j）透光線微粒子と、（ｋ）表面調整剤と、（ｌ
）光開始剤とを混合し、ハードコート用樹脂組成物ＨＣＬ１－１～ＨＣＬ１－４を調製し
た。尚、表３において各材料の配合量は、固形分の質量％を記載している。
【００４９】
　ハードコート用樹脂組成物の各原料としては、以下の通りである。
（ｉ）紫外線硬化型樹脂：
　　日本化薬（株）製ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＨＡ
　　日本合成化学工業（株）製紫光ＵＶ－７６００Ｂ
（ｊ）透光線微粒子：積水化成品（株）製スチレン－アクリル共重合体有機微粒子ＳＳＸ
－１０５ＴＮＤ（平均粒子径５．０μｍ、屈折率１．５０）
（ｋ）表面調整剤：ビックケミー・ジャパン（株）製ＢＹＫ－３０６
（ｌ）光開始剤：チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製ＩＲＧＡＣＵＲＥ１８４（
Ｉ－１８４）
【００５０】

【表３】

【００５１】
((反射防止フィルム；実施例２－１))
　透明基材フィルムとして東洋紡績（株）製ＰＥＴフィルム（製品名：Ａ４１００，膜厚
：１００μｍ）の一面に、ハードコート用樹脂組成物（ＨＣＬ１－１）及び溶媒（メチル
イソブチルケトン）を１：１の割合で混合したハードコート層用塗液をバーコーターにて
硬化後の膜厚が７μｍとなるように塗布し、１２０Ｗ高圧水銀灯にて４００ｍＪの紫外線
を照射して硬化させることによりハードコート層を形成した。
【００５２】
　次いで、このハードコート層上に、高屈折率層用樹脂組成物（ＨＬ－１）及び溶媒（メ
チルイソブチルケトン）を１：５の割合で混合した高屈折率層用塗液をバーコーターにて
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４００ｍＪの紫外線を照射して硬化させることにより高屈折率層を形成した。
【００５３】
　最後に、この高屈折率層上に、低屈折率層用樹脂組成物（実施例１－１）及び溶媒（メ
チルイソブチルケトン）を１：５の割合で混合した低屈折率層用塗液をバーコーターにて
硬化後の膜厚が０．１μｍとなるように塗布し、窒素雰囲気下、１２０Ｗ高圧水銀灯にて
４００ｍＪの紫外線を照射して硬化させることにより反射防止フィルム（実施例２－１）
を作製した。
【００５４】
((反射防止フィルム；実施例２－２～実施例２－１６)) 
　ハードコート用樹脂組成物、高屈折率層用樹脂組成物、低屈折率層用樹脂組成物を下記
表４に記載した材料及び各層の組合せとした以外は、実施例２－１と同様にして、反射防
止フィルム（実施例２－２～実施例２－１６）を作製した。
【００５５】
　得られた各反射防止フィルムについて、指紋拭取り性、耐擦傷性、最小反射率を下記方
法で測定した。その結果も下記表４に示す。
＜指紋拭取り性＞
　人工指脂液（尿素１ｇ、乳酸４．６ｇ、ピロリン酸ナトリウム８ｇ、食塩７ｇ、エタノ
ール２０ｍＬを蒸留水で１Ｌに希釈したもの）を１滴反射防止フィルム表面に滴下する。
その後、日本製紙クレシア（株）製キムワイプを用い、人工指脂液を馴染ませる。続いて
、東レ（株）製トレシーを用いて５往復拭取りを実施した後、表面の跡を目視で観察し下
記の３段階で評価した。
　○：人工指脂液の跡が無い場合
　△：人工指脂液の跡が一部残る場合
　×：人工指脂液の跡が残る場合
【００５６】
＜耐擦傷性＞
　反射防止フィルム表面を＃００００のスチールウールに２５０ｇｆの荷重をかけて、ス
トローク幅２５ｍｍ、速度３０mm/secで１０往復摩擦したあとの表面を目視で観察し、以
下の○、×で評価した。スチールウールは約１０ｍｍφにまとめ、表面が均一になるよう
にカット、摩擦して均したものを使用した。
○：傷が０～１０本
×：傷が１１本以上
【００５７】
＜最小反射率＞
　反射防止フィルムの裏面反射を防ぐため、裏面をサンドペーパーで粗し、黒色塗料で塗
り潰したものを分光光度計[日本分光（株）製、商品名：Ｕ－ｂｅｓｔ５６０]により、光
の波長３８０nm～７８０nmの５°、－５°正反射スペクトルを測定した。得られた反射ス
ペクトルより、最小反射率（％）を読み取った。 
【００５８】



(14) JP 2014-142444 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

【表４】

【００５９】
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（（反射防止フィルム；比較例２－１～比較例２－１２））
　低屈折率層用樹脂組成物を表５に記載した材料とした以外は、実施例２－１と同様にし
て、反射防止フィルム（比較例２－１～比較例２－１２）を作製した。得られた各比較例
の反射防止フィルムについて、指紋拭取り性、耐擦傷性、最小反射率を実施例と同様に測
定した。その結果も下記表５に示す。
【００６０】
【表５】

【００６１】
　表４の結果から、実施例２－１～２－１６では指紋拭取り性、耐擦傷性、及び反射防止
性能共に優れる反射防止フィルムとなっていた。
【００６２】
　その一方、表５の結果から、比較例２－１～２－９は、（ａ）フッ素含有紫外線硬化型
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樹脂と、（ｂ）アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン又はアクリ
ル基を有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサンの配合が適切でないことから、指
紋拭取り性が悪い結果となった。比較例２－１０は、光重合開始剤の配合量が少ないこと
から、硬度（耐擦傷性）に劣る結果となった。比較例２－１１は、フッ素含有紫外線硬化
型樹脂でなく、フッ素を含有し紫外線硬化しない樹脂を用いたことから、耐擦傷性が弱い
結果となった。比較例２－１２は、アクリル基を有するポリエーテル変性ポリジメチルシ
ロキサン又はアクリル基を有するポリエステル変性ポリジメチルシロキサンでなく、アク
リル基を含有しないポリエーテル変性ポリジメチルシロキサンを用いたことから、耐擦傷
性が弱い結果となった。
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